
一

は
じ
め
に

『
長
恨
歌
』（
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
十
二
所
収
）
で
使
用
の
漢
字
字
体
を
、

Ｈ
Ｎ
Ｇ
（
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
用
い
て
調
査
す
る
と
、
初
唐
標
準

（
日
本
で
の
標
準
字
体
）
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
今
回
は
、

そ
れ
に
加
え
て
『
中
書
制
誥
』（
同
、
巻
三
十
一
所
収
）
に
つ
い
て
同
様
の
調
査
を

こ
こ
ろ
み
た
。
そ
の
結
果
、
初
唐
日
本
標
準
字
体
の
他
に
、
開
成
石
経
・
宋
版
本

の
字
体
が
、
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
巻
三
十
一
が
、
基
本
的
に
本
文

が
宋
版
系
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、

書
写
の
段
階
で
、
日
本
的
標
準
字
体
へ
と
変
容
す
る
過
程
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。

二

こ
れ
ま
で
の
研
究

筆
者
は
、
先
に
、「
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
十
二
『
長
恨
歌
』
の
漢
字
字
体
の

実
態
─
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
─
」
と
題
す
る
論
文
を
、
本

紀
要
の
第
二
號
に
発
表
し
た
（
以
下
、
前
稿
と
称
す
る
）。
本
稿
は
、
そ
れ
に
続
く

も
の
で
あ
る
。

以
下
、
簡
略
に
で
あ
る
が
、
前
稿
の
内
容
と
、
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｈ
Ｎ
Ｇ
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
回
の
白
川

静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
を
受
賞
し
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
使
用
す
る
、
漢

字
字
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
多
方
面
よ
り
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。

前
稿
で
、
筆
者
が
使
用
し
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
に
入
力
さ
れ
た
デ
ー

タ
（
二
〇
〇
七
年
度
公
開
）
に
よ
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
白
川
静
記
念
東
洋
文

字
文
化
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
に
入

力
さ
れ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
、
デ
ー
タ
が
順
次
追

加
さ
れ
、
現
在
（
二
〇
〇
八
年
度
）
の
時
点
で
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、

合
計
六
十
二
文
献
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
で
は
、
六
十
二
の
文
献
が
さ

ら
に
整
理
さ
れ
て
、
同
一
文
献
内
で
、
異
体
字
の
率
の
高
い
も
の
と
そ
う
で
な
い

も
の
と
を
分
離
し
て
、
表
示
す
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）

（
２
）

五
五
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こ
の
Ｈ
Ｎ
Ｇ
を
利
用
し
て
、
筆
者
は
、
前
稿
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
概

要
は
、

１
．
唐
の
時
代
、
白
居
易
が
活
躍
し
た
時
期
は
、
漢
字
の
字
体
史
の
流
れ
の
な

か
で
は
、
開
成
石
経
が
成
立
し
た
時
代
に
重
な
る
。

２
．
石
塚
晴
通
に
よ
る
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
構
築
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
（
特
に
中
国
）

に
お
け
る
漢
字
字
体
は
、
開
成
石
経
で
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
宋
版
本
に
ひ
き
つ
が
れ
、
現
在
の
字
体
に
ま
で
影
響
が
及

ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
初
唐
期
ま
で
の
標
準
字
体
と
、
開
成
石
経
以
降
の
規

範
的
字
体
で
は
、
そ
の
間
に
断
絶
が
あ
る
。

３
．
日
本
に
お
け
る
漢
字
の
字
体
史
は
、
同
じ
く
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
よ
る
と
こ
ろ
で
は
、

初
唐
標
準
（
開
成
石
経
以
前
）
の
も
の
を
受
け
入
れ
、
以
後
そ
れ
が
標
準
的

に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
、
開
成
石
経
字
体
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
近
世
の
版
本
以
降
で
あ
る
。

４
．
白
居
易
『
白
氏
文
集
』
は
、
そ
の
古
鈔
本
が
多
く
日
本
に
伝
存
し
て
お
り
、

そ
の
代
表
が
、「
金
沢
文
庫
本
」（
金
沢
文
庫
に
旧
蔵
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、

『
長
恨
歌
』
を
ふ
く
む
巻
十
二
は
、
唐
の
會
昌
の
本
奥
書
を
有
す
る
。
白
居

易
の
存
命
中
に
、
彼
の
地
で
書
写
さ
れ
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
本
『
長
恨
歌
』
は
、
そ
の
本
文
の
系
統
と
し
て
、
旧

鈔
本
系
（
宋
版
よ
り
古
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
）
で
あ
る
こ
と
が
、
先
行
研

究
に
よ
り
、
判
明
し
て
い
る
。

５
．
で
は
、
こ
の
『
長
恨
歌
』
つ
い
て
、「
文
字
」（
字
体
）
だ
け
に
着
目
し
て

見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
白
居
易
が
活
躍
し
た
時
代
（
開
成
石
経
の
時

期
）
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
日
本
に
お
い
て
古
く
よ
り
使
用
さ

（
３
）

れ
標
準
と
な
っ
て
い
る
初
唐
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
。

６
．
調
査
の
結
果
は
、
前
稿
に
し
め
し
た
ご
と
く
、
初
唐
標
準
の
字
体
で
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
の
理
由
に
は
、
次
の
二
つ
が
考
え

ら
れ
る
。

第
一
に
、
白
居
易
自
身
が
、『
長
恨
歌
』
を
、
初
唐
標
準
字
体
（
開
成
石
経
字

体
か
ら
見
れ
ば
、
昔
か
ら
の
文
字
で
あ
り
俗
字
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
で

書
い
た
。
こ
れ
は
、『
長
恨
歌
』
が
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
悲
恋
の
物
語
と

い
う
、
個
人
的
な
文
学
作
品
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ

る
。

第
二
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
白
居
易
自
身
は
、
当
時
の
規
範
的
な
開
成
石
経

の
字
体
で
書
い
て
い
た
。
日
本
に
伝
来
し
書
写
を
重
ね
る
う
ち
に
、
日
本
の

標
準
（
中
国
の
初
唐
期
）
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
金
沢
文
庫
本
は
、
古
鈔
本

系
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
現
存
の
写
本
は
書
写
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ

る
。

こ
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
巻
十
二
の
『
長
恨
歌
』
だ
け
を
見
て
い
た
の

で
は
、
決
定
し
得
な
い
。

な
お
、
漢
字
の
歴
史
を
た
ど
る
に
は
種
々
の
視
点
が
あ
り
得
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
漢
字
に
つ
い
て
書
道
史
か
ら
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
は
、

そ
の
基
本
的
な
性
格
と
し
て
、
言
語
研
究
の
一
部
と
し
て
漢
字
の
「
字
体
」（
楷

書
）
の
各
時
代
・
地
域
に
よ
る
「
規
範
」「
標
準
」
の
解
明
を
目
指
し
て
構
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
な
ら
び
に
本
稿
は
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
に

基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
御
理
解
ね
が
い
た
い
。

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て

五
六



三

巻
三
十
一
を
対
象
と
し
た
理
由

前
節
に
お
い
て
、
金
沢
文
庫
本
は
、
白
居
易
の
存
命
中
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
會

昌
年
間
の
本
奥
書
を
持
つ
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
、
一
部
の
巻
に
の
み
該
当
す
る
。

現
在
ま
で
、
公
に
な
り
、
影
印
複
製
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
な
か
で
は
、

十
二

三
十
一

三
十
三

四
十
九

五
十
二

五
十
九

の
各
巻
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
十
三
は
天
理
図
書
館
、
四
十
九
と
五
十
九
は
国

立
民
俗
博
物
館
、
他
の
巻
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
巻
三
十
一
は
、
會
昌
年
間
の
奥
書
を
有
す
る
が
、
し
か
し
、
実
際
の

書
写
の
過
程
を
復
元
的
に
み
る
と
、
実
は
、
そ
の
本
文
は
宋
版
本
系
で
あ
り
、
そ

れ
に
対
す
る
後
の
校
合
の
段
階
に
お
い
て
、
唐
會
昌
の
本
奥
書
を
持
つ
旧
鈔
本
テ

キ
ス
ト
が
も
ち
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
、
旧
鈔
本
系
テ
キ
ス
ト
と
、

宋
版
本
系
テ
キ
ス
ト
と
で
は
、
使
用
の
字
体
が
異
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
金

沢
文
庫
本
の
書
写
・
校
訂
の
段
階
に
お
け
る
字
体
に
つ
い
て
の
意
識
を
観
察
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
巻
三
十
一
は
、
そ
の
内
容
が
『
中
書
制
誥
』
と
な
っ
て
い
る
。
こ
と
さ

ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
白
居
易
は
、
詩
人
（
文
学
者
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治

家
で
も
あ
る
。
中
書
省
は
、
詔
勅
の
起
草
な
ど
を
主
な
職
掌
と
し
、
政
治
の
中
枢

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
白
居
易
は
、
こ
の
中
書
省
に
つ
と
め
て
い
た
。

つ
ま
り
巻
三
十
一
は
『
中
書
制
誥
』
と
い
う
、
れ
っ
き
と
し
た
公
文
書
を
集
め
た

巻
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
私
的
文
学
作
品
で
あ
る
『
長
恨
歌
』
と
、
公
文

書
で
あ
る
『
中
書
制
誥
』
で
、
文
字
（
字
体
）
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
に
は
、

意
味
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

な
お
、
巻
三
十
一
の
奥
書
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。「
會
昌
四
年
」
は
、
後
か

ら
の
加
筆
で
あ
る
。

時
會
昌
四
年
孟
夏
之
月
首
夏
上
旬
爲
書
願
達
比
國

結
當
來
縁
雁
門
人
議
記
之

寛
嘉
三
年

辛
卯

十
二
月
十
六
日
書
寫

唯
寂
房

寂
有

書
之

貞
永
二
年
正
月
八
日
朱
點
了

同
二
月
廿
六
日
委
點
了

右
金
吾
校
尉
原
奉
重

嘉
禎
二
年
三
月
廿
五
日
比
校
于
唐
本
訖

建
長
四
年
正
月
廿
二
日
傅
下
貴
所
之
御
本
移
點
了

四

研
究
の
方
法

こ
れ
は
、
前
稿
と
同
じ
方
法
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
。
た
だ
し
、
前
稿
の
時
か

ら
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
、
い
く
ぶ
ん
の
資
料
の
追
加
が
あ
る
の
で
、
結
果
と
し
て
、
ま
っ

た
く
同
じ
条
件
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
の
書
写
字
体
を
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
示
さ
れ
て
い
る
、
文
字

群
の
う
ち
、
次
の
文
字
を
比
較
の
対
象
と
す
る
。
な
お
、
敦
煌
文
献
・
朝
鮮
半
島

地
域
の
古
写
本
な
ど
は
、
時
代
や
地
域
を
異
に
す
る
の
で
、
比
較
の
対
象
か
ら
は

は
ず
し
た
。

１
．
初
唐
期
写
本

２
．
開
成
石
経

３
．
宋
版
本

４
．
日
本
古
写
本
（
日
本
書
紀
は
写
本
に
限
定
）

（
４
）

五
七
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こ
れ
ら
の
文
字
と
比
較
し
て
、
次
の
３
種
類
に
基
本
的
に
分
類
し
た
。

１
～
４
ま
で
、
す
べ
て
を
通
じ
て
同
じ
で
あ
る
も
の
。

１
・
４
に
同
じ
で
、
２
・
３
と
、
異
な
る
も
の
。
※
初
唐
・
日
本
標
準
の
字

体
で
書
か
れ
た
も
の
。

２
・
３
に
同
じ
で
、
１
・
４
と
、
異
な
る
も
の
。
※
開
成
石
経
・
宋
版
の
字

体
で
書
か
れ
た
も
の
。

な
お
、
対
象
と
し
た
の
は
、『
中
書
制
誥
』（
巻
三
十
一
）
の
う
ち
、
五
六
～
一
〇

〇
行
の
範
囲
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

第
一
に
、
こ
の
部
分
は
、
書
写
者
が
唯
寂
房
で
あ
り
、『
長
恨
歌
』（
巻
十
二
）

と
同
じ
で
あ
る
。
巻
三
十
一
は
、
書
写
の
後
の
旧
鈔
本
と
の
校
合
に
お
い
て
、
加

筆
・
増
補
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
（
五
六
行
）
以
前
の
本
文
は
、
書
写
者
が
異
な
る
。

第
二
に
、
前
稿
で
あ
つ
か
っ
た
『
長
恨
歌
』
の
文
字
数
が
、
総
字
数
で
八
〇
〇

ほ
ど
、
異
字
数
で
五
〇
〇
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
と
お
お
む
ね
同
じ
だ
け
の
サ
ン
プ

ル
（
総
字
数
）
と
し
た
。

ま
た
、
巻
三
十
一
は
、
最
初
の
書
写
の
後
に
、
様
々
に
校
合
・
加
筆
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、「
摺
本
」
と
す
る
も
の
、「
イ
」
と
す
る
も

の
、
注
記
の
な
い
も
の
、
な
ど
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
最
初
の
本
文
書
写
に
は
、

単
純
誤
写
と
お
ぼ
し
き
も
の
も
多
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
巻
三
十
一
の
書
写
の

全
体
的
傾
向
を
見
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
と
し
て
、
誤
写
や
後
か
ら
の
校
合

書
き
入
れ
な
ど
、
さ
ら
に
、
加
筆
に
よ
っ
て
も
と
の
字
が
判
読
出
来
な
い
も
の
な

ど
は
対
象
外
と
し
た
。
た
だ
し
、
最
初
の
書
写
の
時
点
で
単
純
な
文
字
の
誤
脱
を

行
間
に
お
ぎ
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、
対
象
に
ふ
く
め
た
。

五

調
査
の
結
果

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
取
り
込
ん
だ
本
文
字
数
は
、

・
総
字
数
で
、
八
五
八
字

・
そ
の
う
ち
、
誤
写
や
加
筆
な
ど
に
よ
り
、
字
体
が
不
明
で
判
定
か
ら
除
外
し
た

も
の

二
六
字

・
さ
ら
に
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
用
例
が
な
い
も
の

一
四
字

な
お
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
が
い
か
に
す
ぐ
れ
た
漢
字
字
体
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
と
い
っ
て

も
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
文
字
に
は
、
自
ず
と
限
界
が
あ
る
。
古
い
時
代
の
文
字

の
字
体
、
と
言
っ
て
も
、
古
辞
書
類
に
よ
ら
ず
、
実
際
に
書
写
さ
れ
た
文
献
か
ら

帰
納
的
・
実
証
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
の
点
は
、
強
い
て
欠
点

と
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
規
範
的
な
字
体
意
識
で
書
か
れ

た
文
献
か
ら
、
網
羅
的
に
文
字
を
収
集
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
と
理
解
す
べ
き
で

あ
る
。

そ
の
結
果
、
判
定
の
対
象
と
な
る
の
は
、
八
一
八
字
（
総
字
数
）
三
七
二
字

（
異
字
数
）、
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
用
例
が
あ
っ
て
も
、
１
・
２
・
３
・
４
、
に
つ
い
て
、
用

例
が
そ
ろ
わ
な
い
も
の
は
、
判
定
か
ら
除
外
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
最
低
二
字
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。

こ
の
点
、
若
干
、
前
稿
の
『
長
恨
歌
』
と
は
方
針
が
異
な
る
。
前
稿
で
は
、
一

例
で
も
あ
れ
ば
可
と
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、
二
例
以
上
と
し
た
。
そ
れ
は
、

一
例
だ
け
で
は
、
や
は
り
、
不
安
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
稿
『
長
恨
歌
』
で
は
、
二
〇
〇
六
年
度
入
力
（
二
〇
〇
七
年
度
公

（
５
）

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て

五
八



開
）
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
い
る
。
今
回
の
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
で
は
、
二
〇

〇
七
年
度
入
力
（
二
〇
〇
八
年
度
公
開
）
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。
基
本
と
な
る
、

文
献
数
・
デ
ー
タ
量
に
増
加
が
あ
る
。
な
お
、
前
述
の
ご
と
く
、
現
時
点
（
本
稿

執
筆
時
点
）
で
は
、
調
査
の
時
点
か
ら
の
変
更
が
あ
り
、
文
献
ご
と
の
異
体
字
出

現
率
に
よ
っ
て
、
整
理
さ
れ
て
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｎ
Ｇ
自
体
も
、
発
展
途
上
に
あ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
を

ど
う
文
字
研
究
に
利
用
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
種
々
の
試
行
錯
誤
が
あ
り
得
る
。

た
だ
、
全
体
的
な
結
論
に
は
、
大
き
く
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

結
果
、
調
査
不
可
と
し
た
文
字
は
、
一
七
三
字
（
総
字
数
）
一
〇
二
字
（
異
字

数
）、
で
あ
る
。

Ｈ
Ｎ
Ｇ
と
対
照
し
た
判
定
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
．
１
～
４

共
通

五
四
五
字
（
総
字
数
）
二
二
二
字
（
異
字
数
）

Ｂ
．
１
・
４

初
唐
・
日
本
標
準
字
体

三
二
字
（
総
字
数
）
二
一
字
（
異
字
数
）

男

清

恵

除

徳

軽

幾

為

精

聴

来

歴

茲

足

継

観

等

紫

校

兼

将

Ｃ
．
２
・
３

開
成
石
経
・
宋
版
字
体

四
六
字
（
総
字
数
）
二
三
字
（
異
字
数
）

留

後

刺

勅

等

於

母

此

異

能

亦

悉

顔

蘇

明

爲

節

來

審

爾

從

或

隨

Ｄ
．
金
沢
文
庫
本
独
自
と
お
ぼ
し
き
字
体
、
１
・
２
・
３
・
４
、
ど
れ
と
も
共
通

性
が
な
い
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
よ
る
判
定
が
で
き
な
い
。
二
二
字
（
総
字
数
）
一

三
字
（
異
字
数
）

六
『
長
恨
歌
』
の
確
認

こ
こ
で
、
前
稿
『
長
恨
歌
』
調
査
の
結
果
を
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

Ｂ
．
１
・
４

初
唐
・
日
本
標
準
字
体

八
七
字
（
総
字
数
）
四
九
（
異
字
数
）

初

凝

承

金

起

此

歓

遊

宴

弟

土

男

處

慢

盡

足

復

餘

發

轉

眉

収

血

黄

断

聲

能

泥

顧

帰

對

垂

満

殿

眠

遅

与

経

為

勤

参

報

睡

覺

寂

照

安

将

願

Ｃ
．
２
・
３

開
成
石
経
・
宋
版
字
体

八
字
（
総
字
数
）
四
字
（
異
字
数
）

弃

顔

教

起

改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
が
、『
長
恨
歌
』
の
調
査
時
点
で
の
Ｈ
Ｎ
Ｇ
は
、
二

〇
〇
六
年
度
ま
で
の
入
力
デ
ー
タ
（
二
〇
〇
七
年
度
公
開
）
に
よ
っ
て
お
り
、
今

回
の
『
中
書
制
誥
』
の
場
合
は
、
二
〇
〇
七
年
度
に
追
加
さ
れ
た
デ
ー
タ
（
二
〇

〇
八
年
度
公
開
）
に
よ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
大
き
な
傾
向
の
差
異
は
、
歴
然
と
し
て
い
る
。

七
『
長
恨
歌
』
と
『
中
書
制
誥
』
に
つ
い
て
の
考
察

漢
字
の
字
種
に
つ
い
て
は
、『
長
恨
歌
』
よ
り
も
『
中
書
制
誥
』
の
方
が
、
総
字

数
に
く
ら
べ
て
異
字
数
が
少
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
各
制
誥
（
調
査
範
囲
で
は
、

作
品
番
号
一
五
一
五
～
一
五
一
九
）
の
タ
イ
ト
ル
と
本
文
と
で
、
人
名
・
地
名
な

ど
で
同
じ
文
字
が
使
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
公
文
書
で
あ
る
た
め
、
用
語
が
共
通
す

五
九

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
三
號



る
部
分
が
多
い
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
、
以
下
の
『
長
恨
歌
』

と
『
中
書
制
誥
』
の
比
較
に
、
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
す
る
。

『
長
恨
歌
』
は
、
基
本
は
「
１
・
４
」
の
パ
タ
ー
ン
、
つ
ま
り
、
初
唐
・
日
本
標

準
字
体
で
、
書
写
さ
れ
て
い
る
。「
２
・
３
」
の
開
成
石
経
・
宋
版
字
体
は
、
使
用

さ
れ
て
も
希
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
稿
で
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
中
書
制
誥
』
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
開
成
石
経
・
宋
版
字
体
が
、
か
な
り
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で

は
、
初
唐
標
準
を
基
本
と
す
る
『
長
恨
歌
』
と
対
照
的
で
あ
る
。

第
二
に
、
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
開
成
石
経
字
体
ば
か
り
か
と
い
う
と
そ
う

で
も
な
い
。
旧
来
の
、
初
唐
標
準
字
体
も
、
同
程
度
の
頻
度
で
も
ち
い
ら
れ
て
い

る
。調

査
範
囲
内
で
は
、
む
し
ろ
、
開
成
石
経
・
宋
版
字
体
の
方
が
、
や
や
上
回
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、『
長
恨
歌
』
に
お
け
る
、
初
唐
標
準
の
優
位
性
ほ
ど
、
明
確
な

も
の
で
は
な
い
。
ほ
ぼ
、
両
者
が
、
拮
抗
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す

く
な
く
と
も
事
実
と
し
て
は
、
以
上
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
、
今
後
の
、
他
資
料
（
金
沢
文
庫
本
の
他
の
巻
）

を
詳
し
く
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
暫
定
的
に
で
は
あ
る
が
、

次
の
よ
う
に
考
え
る
。

『
長
恨
歌
』
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
前
述
し
た
が
、
再
確
認
し

て
お
く
。

一
、
公
的
規
範
と
し
て
、
中
国
（
唐
）
に
お
い
て
、
開
成
石
経
字
体
が
使
用
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
私
的
文
学
作
品
で
あ
る
『
長
恨
歌
』
な
ど
に
は
、
そ

の
影
響
が
お
よ
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

二
、
日
本
に
伝
来
の
後
、
書
写
を
重
ね
る
う
ち
に
、
日
本
の
標
準
字
体
へ
と
変

化
し
て
い
っ
た
。

『
中
書
制
誥
』
に
つ
い
て
は
、『
長
恨
歌
』
に
な
ら
っ
て
考
え
れ
ば
、
次
の
よ
う

な
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、『
中
書
制
誥
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
白
居
易
）
が
ど
の
よ
う
な
字
体
で
あ
っ

た
に
せ
よ
、
現
存
す
る
金
沢
文
庫
本
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
本
文
の
系
統
が
宋
版
本

系
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
諸
先
学
の
手
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
書
写
の
対
象
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
確
実
に
宋
版
（
版
本
）
に
依
っ
た
と
は

断
言
で
き
な
い
に
し
て
も
、
宋
版
系
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

一
─
一
、『
中
書
制
誥
』
は
、
公
文
書
で
あ
る
の
で
、
白
居
易
自
身
が
書
い
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
当
時
の
公
式
な
規
範
字
体
（
つ
ま
り
、
開
成
石

経
字
体
）
で
書
か
れ
て
い
た
。

一
─
二
、
あ
る
い
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ど
う
で
あ
れ
、
現
存
す
る
金
沢
文
庫
本
の

書
写
に
も
ち
い
ら
れ
た
本
は
、
宋
版
系
の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
本
文

の
系
統
が
宋
版
系
で
あ
る
。

二
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巻
三
十
一
に
お
い
て
は
、
初
唐
標
準
字
体
が
、
か
な

り
の
数
に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
同
数
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
確
か
な
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
可
能
性
が
、
考
え
ら
れ
る
。

一
、
宋
版
テ
キ
ス
ト
の
成
立
の
段
階
で
、
一
部
、
初
唐
・
日
本
標
準
字
体
を
、

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て
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ふ
く
む
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
宋
版
テ
キ
ス
ト
は
、
基
本
的
に
、
開
成
石
経
・
宋
版
字
体
で
書
か
れ
て
い

た
が
、
日
本
に
お
け
る
書
写
の
過
程
で
、
初
唐
・
日
本
標
準
字
体
の
影
響
を

う
け
た
。

今
回
の
調
査
の
結
果
と
し
て
は
、
限
定
的
な
サ
ン
プ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
後
者
の
二
の
方
で
あ
ろ
う
と
判
断
で
き
る
。
そ
れ
は
、
以
下
の
理
由
に

よ
る
。

一
、
本
文
に
お
け
る
同
一
文
字
で
、
初
唐
・
日
本
標
準
字
体
、
と
、
開
成
石

経
・
宋
版
字
体
と
が
、
混
在
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
。

二
、
初
期
の
本
文
に
対
し
て
、
旧
鈔
本
に
よ
る
、
加
筆
・
字
体
変
更
と
お
ぼ
し

き
例
が
あ
る
こ
と
。

三
、
現
存
の
宋
版
（
南
宋
紹
興
本
）
は
、
開
成
石
経
・
宋
版
字
体
で
あ
る
こ
と

（
あ
く
ま
で
も
、
調
査
範
囲
内
で
の
比
較
で
あ
る
が
）。

中
国
で
成
立
し
た
本
が
日
本
に
伝
来
し
写
本
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
日
本
的
標
準
へ
の
変
化
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
て
も
、

そ
の
逆
、
つ
ま
り
、
日
本
標
準
か
ら
中
国
の
標
準
へ
の
変
化
は
、
考
え
に
く
い
。

特
に
、
一
と
し
た
字
体
の
混
在
に
つ
い
て
の
例
は
、「
於
」「
為
」
な
ど
、
頻
用

す
る
漢
字
に
つ
い
て
観
察
で
き
る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
本
ど
お
り
書
写
し

よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
つ
い
日
常
的
に
使
用
す
る
漢
字
字
体
を
使
用
し
て
し
ま
っ

た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
逆
に
、
日
常
的
に
使
用
頻
度
が
低
い
と
お
ぼ
し
い
文
字

に
つ
い
て
は
、
書
写
の
字
体
は
、
み
る
か
ら
に
ぎ
こ
ち
な
く
、
誤
写
と
お
ぼ
し
き

例
も
多
い
。

Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
よ
っ
て
字
体
の
変
化
を
観
察
し
て
も
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
日

本
標
準
字
体
か
ら
、
中
国
の
宋
版
系
字
体
へ
と
変
化
す
る
の
は
、
時
代
が
下
っ
て
、

慶
長
勅
版
以
降
の
本
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

八

ま
と
め

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
と
巻
十
二
『
長
恨
歌
』
を
、

Ｈ
Ｎ
Ｇ
（
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
を
用
い
て
、
字
体
を
調
査
し
た
結
果

を
ま
と
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
ま
ず
、
白
居
易
の
活
躍
し
た
時
代
は
、
漢
字
の
字
体
の
変
革
期
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
確
認
す
る
。
こ
の
時
代
、
中
国
（
唐
）
に
お
い
て
は
、
新
し
い
規

範
的
文
字
に
よ
っ
て
開
成
石
経
が
成
立
し
、
そ
の
後
の
宋
版
本
字
体
へ
と
う

け
つ
が
れ
て
い
く
。
一
方
、
日
本
で
は
、
初
唐
期
に
標
準
で
あ
っ
た
文
字
が
、

日
本
標
準
と
し
て
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
使
用
さ
れ
て
い
く
（
少
な
く
と
も

近
世
に
な
る
ま
で
）。

二
、
本
稿
・
前
稿
で
、
調
査
対
象
と
し
た
金
沢
文
庫
本
は
、
鎌
倉
時
代
の
書
写

に
か
か
わ
る
。
し
か
し
、
同
じ
金
沢
文
庫
本
と
い
っ
て
も
、
巻
に
よ
り
、
そ

の
写
本
の
成
立
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。『
長
恨
歌
』
の
巻
十
二
は
、
そ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
、
白
居
易
存
命
中
の
、
唐
會
昌
年
間
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、
旧
鈔
本
系
で
あ
る
。
一
方
、『
中
書
制
誥
』
を
収
め
る
巻
三
十

一
は
、
同
じ
く
會
昌
の
本
奥
書
を
有
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
後
の
校
合
段

階
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
の
本
文
は
、
宋
版
系
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。

三
、
内
容
に
つ
い
て
み
れ
ば
、『
長
恨
歌
』
は
、
私
的
な
文
学
作
品
で
あ
る
の
に

対
し
て
、『
中
書
制
誥
』
は
、
官
吏
と
し
て
書
い
た
公
文
書
で
あ
る
。

六
一

立
命
館
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川
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記
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東
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文
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究
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要
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四
、『
長
恨
歌
』
の
書
写
字
体
は
、
初
唐
標
準
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

日
本
に
お
け
る
漢
字
の
標
準
字
体
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い
て

は
、
こ
の
理
由
と
し
て
、
二
つ
の
可
能
性
を
し
め
し
た
。

１
．
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
が
初
唐
標
準
で
書
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
、

日
本
伝
存
の
旧
鈔
本
は
受
け
つ
い
で
い
る
。

２
．
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
当
時
の
規
範
で
あ
る
開
成
石
経
の
字
体
で
書
か
れ
て
い

た
が
、
日
本
で
書
写
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
的
な
標
準
字
体
に

変
容
し
て
い
っ
た
。

五
、『
中
書
制
誥
』
の
書
写
字
体
の
調
査
に
お
い
て
は
、
開
成
石
経
宋
版
系
、
あ

る
い
は
、
初
唐
日
本
標
準
系
、
い
ず
れ
で
あ
る
と
も
言
い
難
い
。
し
か
し
、

書
写
の
実
態
（
加
筆
訂
正
や
異
体
字
の
使
用
）
を
観
察
す
る
と
、
宋
版
系
の

文
字
を
写
そ
う
と
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
日
本
標
準
の
字
体
が
影
響
を
与
え

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

九

今
後
の
課
題

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
『
中
書
制
誥
』
の
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
観
察
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、
漢
籍
の
書
写
に
あ
た
っ
て
、
一
般
的
な
「
標
準
」
と
い
う
よ
り

も
、
あ
る
種
の
「
規
範
」
の
意
識
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
広
範
囲
に
、
多
様
な
文
献
に
つ
い
て

書
写
の
実
態
調
査
を
つ
み
か
さ
ね
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
字
体
研
究
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
（
漢
字
字
体
規
範
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
）
は
、
き
わ
め
て
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
、
証
す
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
よ
り
一
層
の
デ
ー
タ
の
拡
充
が
望
ま
れ
る
。

今
後
は
、
金
沢
本
の
み
な
ら
ず
他
の
写
本
・
版
本
に
つ
い
て
の
調
査
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

十

謝
辞
そ
の
他

前
稿
に
引
き
続
き
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
石
塚
晴
通
氏
、
高
田
智
和

氏
よ
り
、
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
る
。
ま
た
、
私
事
に
わ
た
る
が
、
筆
者
の
恩
師
で
あ
り
、
金
沢
文
庫
本
白

氏
文
集
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
太
田
次
男
先
生
は
、
本
稿
が
発
表
に
な
る
年
に

は
、
九
十
歳
の
賀
を
む
か
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
そ
の
学
恩
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。な

お
、
本
稿
は
、
第
九
九
回
訓
点
語
学
会
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
二
日
、
於

東
京
大
学
山
上
会
館
）
に
お
い
て
、「
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
巻
三
十
一
「
中

書
制
誥
」
の
漢
字
字
体
」
と
題
し
て
発
表
し
た
も
の
に
、
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の

で
あ
る
。

注

H
anziNorm

ative
Glyp

（
１
）
Ｈ
Ｎ
Ｇ
は
、
そ
の
英
語
名
称
、『

hs

』
に
よ
っ
て
い
る
。

http://www.joao-roiz.jp/H
NG/search/start

（
２
）
豊
島
正
之
氏
か
ら
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
３
）
石
塚
晴
通
ほ
か
（
二
〇
〇
五
）

（
４
）
Ｈ
Ｎ
Ｇ
自
体
が
、
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、
完
結
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

一
応
の
完
結
を
ま
っ
て
い
る
よ
り
も
、
そ
れ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
Ｈ

Ｎ
Ｇ
が
よ
り
有
効
に
文
字
史
研
究
に
使
え
る
の
か
、
研
究
を
す
す
め
る
意
義
が
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
は
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
今
後
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
寄
与
で
き
れ

ば
と
考
え
る
次
第
で
も
あ
る
。

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て

六
二



Ver.9
（
５
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、『
桐
』（

）
を
使
用
し
た
。
こ
れ
は
、
前
稿
の
『
長
恨

歌
』
調
査
の
と
き
と
同
じ
。
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献
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岡
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三
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氏
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六
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新
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漢
文
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系
、
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治
書
院

當
山
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夫
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〇
八
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沢
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白
氏
文
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範
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中
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ナ
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、『
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代
政
治
社
会
史
研
究
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一
九
八
六
）、
同
朋
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花
房
英
樹
（
一
九
六
〇
）、『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』、
朋
友
書
店

平
岡
武
夫
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九
九
八
）、『
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居
易
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生
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と
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時
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朋
友
書
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金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
『
中
書
制
誥
』
に
お
け
る
、
字
体
の
例
。
勉
誠
社
の
影
印
複
製

よ
り
、
当
該
文
字
の
箇
所
の
み
を
、
部
分
的
に
ス
キ
ャ
ン
し
た
も
の
。

図
１

同
一
の
文
字
で
、
字
体
が
異
な
る
も
の
。「
於
」「
為
」

図
２
「
等
」
異
な
る
文
字
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
、
字
に
よ
っ
て
加
筆
の
痕
跡
が
見
ら
れ

る
も
の
。

図
３
「
職
」
加
筆
の
例
。
た
だ
し
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
判
定
で

(
)

き
な
い
。
な
お
、『
名
義
抄
』
観
智
院
本
で
は
、「
身
」
に
つ
く
る
。

参
考
『
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）



金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
三
十
一
『
中
書
制
誥
』
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て

六
四

図
６

同
一
の
文
字
の
『
中
書
制
誥
』
と
『
長
恨
歌
』
の
違
い

『
中
書
制
誥
』

『
長
恨
歌
』

図
４
「
憲
」
異
な
る
字
体
が
行
間
に
注
記
さ
れ
た
も
の
。
な
お
、『
名
義
抄
』（
観
智
院

本
）
で
は
、
行
間
注
記
の
字
体
は
、
俗
字
体
。

参
考
『
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）


